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女
性
交
流
支
援
ル
ー
ム

は
、
女
性
が
抱
え
る
さ
ま
ざ

ま
な
悩
み
の
相
談
に
応
じ
る

ほ
か
、
女
性
関
連
図
書
や
ビ

デ
オ
の
貸
し
出
し
、
印
刷
機

設
置
、
情
報
ボ
ッ
ク
ス
を
使

っ
て
女
性
団
体
等
の
交
流
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
場

所
と
し
て
設
置
す
る
予
定
で

す
。応

募
資
格
＝
市
内
に
在

住
・
通
勤
・
通
学
す
る
人
。

性
別
・
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん

応
募
方
法
＝
は
が
き
に
住

所
・
氏
名
・
（
通
勤
・
通
学

の
場
合
は
、
勤
務
先
・
学
校

名
も
）
・
電
話
番
号
・
愛
称

名
（
一
つ
だ
け
）
・
愛
称
の

読
み
方
・
そ
の
愛
称
の
理
由

を
書
い
て
、
政
策
推
進
課

「（
仮
称
）
女
性
交
流
支
援

ル
ー
ム
愛
称
募
集
係
」
へ
送

付
し
て
く
だ
さ
い

一
人
何
通
で
も
応
募
で
き

ま
す
。

し
め
き
り
＝
６
月
２１
日
�

（
当
日
消
印
有
効
）

愛
称
の
決
定
と
公
表
＝
選

考
基
準
に
よ
り
決
定
し
、
広

報
き
ょ
う
た
な
べ
８
月
１
日

号
で
公
表
し
ま
す

愛
称
の
採
用
者
に
、
記
念

品
を
贈
呈
し
ま
す
。

応
募
・
問
合
せ
先
＝
政
策

推
進
課
（
〒
６
１
０
・
０
３

９
３
京
田
辺
市
田
辺
８０
、
�

６４
・
１
３
１
０
）

男
女
が
互
い
に
そ
の
人
権

を
尊
重
し
つ
つ
、
喜
び
も
責

任
も
分
か
ち
合
い
、
性
別
に

か
か
わ
り
な
く
、
そ
の
個
性

と
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る

こ
と
が
で
き
る
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
、

６
月
２３
日
�
か
ら
２９
日
�
ま

で
、「
京
た
な
べ
男
女
共
同

参
画
週
間
」
を
開
き
ま
す
。

樋
口
恵
子
さ
ん
招
き

２４
日
に
講
演
会

市
は
、
男
女
共
同
参
画
週

間
の
一
環
と
し
て
、
評
論
家

の
樋
口
恵
子
さ
ん
を
招
き
講

演
会
を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
６
月
２４
日
�
午
後

１
時
〜
３
時

場
所
＝
中
央
公
民
館

講
演
者
＝
評
論
家
・
東
京

家
政
大
学
名
誉
教
授
の
樋
口

恵
子
さ
ん

テ
ー
マ
＝
「
女
性
の
元
気

が
社
会
を
変
え
る
」

参
加
費
＝
無
料

手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
が

あ
り
ま
す
。

生
後
６
か
月
か
ら
就
学
前

の
子
ど
も
の
保
育
を
無
料
で

行
い
ま
す
（
定
員
は
５
人
）。

希
望
す
る
人
は
６
月
１４
日
�

ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。問

合
せ
・
保
育
予
約
先
＝

政
策
推
進
課
（
�
６４
・
１
３

１
０
）

ふ
れ
あ
い
夢
フ
ェ
ス
タ

京
た
な
べ
男
女
共
同
参
画

週
間
実
行
委
員
会
は
、「
今
、

い
き
い
き
し
て
い
ま
す
か
？

自
分
ら
し
く
共
に
い
き
ま
し

ょ
う
！
」
を
テ
ー
マ
に
「
ふ

れ
あ
い
夢
フ
ェ
ス
タ
」
を
開

き
ま
す
。

日
時
＝
６
月
２５
日
�
午
前

１０
時
〜
午
後
３
時
３０
分

場
所
＝
中
央
公
民
館

内
容
＝
▼
舞
台
発
表
▼
体

験
コ
ー
ナ
ー
▼
模
擬
店
な
ど

生
後
６
か
月
か
ら
就
学
前

の
子
ど
も
の
保
育
を
無
料
で

行
い
ま
す
（
定
員
は
１０
人
）。

希
望
す
る
人
は
６
月
１４
日
�

ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。ま

た
、
６
月
２３
日
�
か
ら

２９
日
�
ま
で
、
市
役
所
・
中

央
公
民
館
・
中
部
住
民
セ
ン

広
報
き
ょ
う
た
な
べ
で
は
、
行
政
改

革
実
行
計
画
の
取
組
内
容
を
３
回
に
分
け

て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
最
終
回
の
今

回
は
、「
効
率
的
な
行
財
政
運
営
」
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
で
す
。

１
　
新
た
な
都
市
経
営
の
仕
組
み
づ

く
り

自
己
決
定
・
自
己
責
任
の
原
則
の

も
と
、
成
果
重
視
の
「
経
営
」
と
い
う
視

点
に
立
っ
た
行
政
運
営
を
行
う
た
め
の
組

織
体
制
の
整
備
や
、
効
果
的
で
効
率
的
な

組
織
運
営
が
で
き
る
よ
う
分
権
化
を
進
め

ま
す
。

○
総
合
的
な
政
策
形
成
機
能
や
官
房
　
　

機
能
（
総
務
管
理
機
能
）
の
強
化

○
特
別
職
の
体
制
、
位
置
付
け
の
見

直
し
・
強
化

○
部
局
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能
の
強

化
と
部
局
別
運
営
方
針
の
策
定

２
　
簡
素
で
応
答
性
の
高
い
柔
軟
な

組
織

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
に
も

着
目
し
な
が
ら
、
市
民
の
み
な

さ
ん
か
ら
見
て
も
わ
か
り
や
す

く
、
利
用
し
や
す
い
も
の
と
な

る
よ
う
再
編
し
ま
す
。
ま
た
、

新
た
な
行
政
課
題
や
市
民
ニ
ー

ズ
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
簡
素

で
応
答
性
の
高
い
組
織
と
す
る

と
と
も
に
、
総
合
的
・
機
能
的

な
施
策
の
推
進
を
図
る
た
め
横

断
的
な
組
織
の
活
用
を
進
め
ま

す
。○

わ
か
り
や
す
く
、
機
能
的

で
簡
素
な
組
織
機
構
の
整

備
○
市
長
直
轄
組
織
の
導
入
と

グ
ル
ー
プ
制
の
試
行

○
組
織
横
断
的
・
機
能
的
な

運
用
が
可
能
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
の
活
用

○
外
郭
団
体
（
補
助
団
体
）
等
の
支

援
の
あ
り
方
の
見
直
し

○
審
議
会
、
委
員
会
等
の
見
直
し

３
　
民
間
委
託
の
推
進

行
政
の
役
割
の
重
点
化
を
図
り
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
コ
ス
ト
の
削
減
な

ど
効
果
的
・
効
率
的
ま
た
機
動
的
な
組
織

体
制
を
構
築
す
る
た
め
、
民
間
委
託
を
積

極
的
に
推
進
し
ま
す
。

○
民
間
委
託
の
推
進
と
担
い
手
と
し

て
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
等
と
の
協
働
推
進

○
公
の
施
設
に
お
け
る
指
定
管
理
者

制
度
の
活
用
と
施
設
の
有
効
活
用

の
推
進

４
　
財
政
の
健
全
化

時
代
の
要
請
に
即
応
す
る
施
策
を
着

実
に
実
施
で
き
る
持
続
可
能
な
財
政
構
造

を
構
築
す
る
た
め
、
今
後
の
収
支
見
通
し

を
踏
ま
え
た
財
政
の
健
全
化
を
進
め
ま

す
。○

財
政
健
全
化
計
画
の
策
定

○
抜
本
的
な
歳
出
の
削
減

○
市
税
・
各
種
使
用
料
の
収
納
率
向

上
、
市
有
財
産
の
活
用
な
ど
自
主

財
源
の
確
保

○
財
政
状
況
の
公
表

５
　
事
務
事
業
の
効
率
化
、
適
正
化

限
ら
れ
た
資
源
を
効
率
的
に
運
用
・

配
分
し
て
最
大
の
効
果
を
あ
げ
る
た
め
、

事
業
の
重
点
化
、
事
務
の
共
同
化
、
競
争

性
の
確
保
な
ど
に
よ
り
事
務
事
業
や
公
共

工
事
の
コ
ス
ト
縮
減
の
徹
底
を
図
り
ま

す
。○

行
政
評
価
制
度
の
導
入
に
よ
る
徹

底
し
た
事
務
事
業
の
検
証

○
公
用
車
・
会
議
室
の
一
元
管
理
な

ど
事
務
事
業
の
再
編
、
整
理

○
近
隣
市
町
と
の
連
携
に
よ
る
事
務

事
業
の
共
同
処
理
、
広
域
化
の
推

進

○
電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
導
入
な
ど
入

札
及
び
契
約
の
適
正
化

６
　
補
助
金
等
の
適
正
化

補
助
金
等
の
適
正
化
に
向
け
、
協
働

の
視
点
等
を
踏
ま
え
た
分
権
時
代
に
ふ
さ

わ
し
い
補
助
金
等
の
あ
り
方
に
つ
い
て
見

直
し
を
行
い
、
統
廃
合
な
ど
再
編
・
再
構

築
を
進
め
ま
す
。

○
全
て
の
補
助
金
の
見
直
し

○
公
募
型
補
助
金
な
ど
新
た
な
補
助

金
制
度
の
創
設

７
　
職
員
定
数
・
給
与
等
の
適
正
化

将
来
の
組
織
を
支
え
る
職
員
構
造
に

つ
い
て
、
行
政
の
役
割
の
範
囲
、
施
策
の

内
容
や
そ
の
手
法
を
改
め
て
見
直
し
な
が

ら
、
適
正
な
職
員
数
を
計
画
的
に
配
置
す

る
と
と
も
に
、
給
与
等
に
つ
い
て
も
職
員

の
能
力
、
職
責
、
業
績
が
適
切
に
反
映
さ

れ
た
も
の
と
な
る
よ
う
見
直
し
を
進
め
ま

す
。○

定
員
適
正
化
計
画
の
策
定

○
給
料
・
諸
手
当
等
の
適
正
化

○
適
正
な
福
利
厚
生
制
度

○
定
員
管
理
、
給
与
等
の
状
況
の
公

表
８
　
職
員
の
能
力
向
上
と
意
識
改
革

真
に
市
民
本
位
の
行
政
を
実
現
す
る

た
め
、
職
員
一
人
ひ
と
り
の
意
識
改
革
や

能
力
向
上
に
向
け
た
総
合
的
な
人
材
育
成

基
本
方
針
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
新
た

な
人
事
制
度
や
研
修
制
度
の
整
備
を
進
め

ま
す
。

○
人
材
育
成
基
本
方
針
の
策
定

○
人
事
評
価
制
度
や
庁
内
公
募
制
度

の
導
入
な
ど
新
た
な
人
事
制
度
の

構
築

○
職
員
の
意
識
改
革
を
進
め
る
た
め

の
新
た
な
制
度
や
環
境
の
整
備

問
合
せ
先
＝
政
策
推
進
課
（
�
６４
・

１
３
１
０
）タ

ー
・
北
部
住
民
セ
ン

タ
ー
・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

常
磐
苑
で
、
男
女
共
同
参
画

に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
や
女
性

団
体
活
動
パ
ネ
ル
展
も
開
き

ま
す
。

問
合
せ
・
保
育
予
約
先
＝

京
た
な
べ
男
女
共
同
参
画
週

間
実
行
委
員
会
事
務
局
（
政

策
推
進
課
内
、
�
６４
・
１
３

１
０
）

樋口恵子さん

２３
〜
２９
日

市
は
、
�
平
和
堂
ア
ル
・
プ
ラ
ザ
京
田
辺
店
に

今
秋
開
設
を
予
定
し
て
い
る
「（
仮
称
）
京
田
辺
市

女
性
交
流
支
援
ル
ー
ム
」
の
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

女
性
交
流
支
援
ル
ー
ム
愛
称
募
集

相
談
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
充
実

【第【第3回】回】�【第3回】�行政改革実行計画シリーズ�行政改革実行計画シリーズ�
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さわやかな汗流す�さわやかな汗流す�さわやかな汗流す� （仮称）

京たなべ男女共同参画週間

講演会や舞台発表など多彩に

5月2020日に「スポーツに親しむ日」が開かれ、日に「スポーツに親しむ日」が開かれ、�
約150150人の市民が参加しました。真剣に跳び箱人の市民が参加しました。真剣に跳び箱�
にチャレンジする子どもや卓球を楽しむ家族なにチャレンジする子どもや卓球を楽しむ家族な�
ど、参加者は田辺中央体育館でさわやかな汗をど、参加者は田辺中央体育館でさわやかな汗を�
流しました。流しました。�

5月20日に「スポーツに親しむ日」が開かれ、�
約150人の市民が参加しました。真剣に跳び箱�
にチャレンジする子どもや卓球を楽しむ家族な�
ど、参加者は田辺中央体育館でさわやかな汗を�
流しました。�
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市
は
、
健
康
づ
く
り
の
正

し
い
知
識
を
学
び
、
地
域
で

食
育
を
中
心
と
し
た
健
康
づ

く
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー

ダ
ー
と
な
っ
て
い
た
だ
く
、

「
食
生
活
改
善
推
進
員
の
養

成
講
座
『
あ
な
た
の
力
を
生

か
そ
う
！
健
康
づ
く
り
の
案

内
人
』」
の
受
講
生
を
募
集

し
ま
す
。

豊
か
に
な
っ
て
い
く
食
生

活
。
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多

様
化
が
進
む
中
、
生
活
習
慣

が
健
康
に
大
き
く
か
か
わ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
健
康
づ
く
り
に
は
、

よ
り
よ
い
生
活
習
慣
や
情
報

を
選
ぶ
力
が
必
要
で
す
。

日
時
・
受
講
内
容
＝
全
１２

回
。
左
表
の
と
お
り
。
た
だ

し
、
平
成
１９
年
１
月
〜
３
月

に
修
了
後
研
修
が
２
回
あ
り

ま
す応

募
資
格
＝
自
ら
推
進
員

と
な
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

食生活改善推進員養成講座日程表�

開講式・記念講演「健康づくりと食生活改善
推進員の役割」・オリエンテーションなど�

講義「私の住んでる街はどんなところ？」・
「かわりゆく台所と家族」など�

6月30日��
午後1時15分～4時�

7月13日��
午前9時～午後4時�

講義・実習「ピンピンコロリをめざすなら・
・・中高齢期の健康づくり」など�

9月8日��
午前9時～午後4時�

講義・実習「地域活動のノウハウ」「地域活
動を考えてみよう①」�

9月22日��
午前9時～午後3時�

主　　な　　内　　容� 場　　所�日　　　時�

社会見学「高船農産加工センタ－」実習「日
本一の減塩みそづくり体験」�

卒業制作づくり「ヘルシ－メニュ－コンテス
ト」�

11月8日��
午前10時～午後2時�

11月29日��
午前9時～午後2時�

閉講式・講演・茶話会「私たちと一緒に活動しま
しょう」「京田辺市の食生活改善推進員の活動」�

12月6日��
午後1時～4時�

保健センター�

保健センター�

中央公民館�

保健センター�

講義・実習「あなたの体力年齢は？」�10月16日��
午後1時～4時�

実習「地域活動を考えてみよう②」�10月30日��
午後1時～4時�

中央体育館�

保健センター�

高船農産加工
センター�

中央公民館�

コミュニティ
ホール�

講義・実習「あなたの心身はなんで作る？」
「味や臭いで気づく？食中毒」など�

講義・実習「薄味でおいしく」「バランス食を作
ってみよう」・「こころの声を聴いてみましょう」�

7月28日��
午後1時～4時�

8月4日��
午前9時～午後4時�

講義・実習「学力は食事力から・・・学童期
の健康」など�

8月24日��
午前9時～午後3時�

保健センター�

中央公民館�

中央公民館�

河
川
功
労
者
に

市
内
か
ら
２
人

�
日
本
河
川
協
会
か
ら
平

成
１８
年
河
川
功
労
者
が
発
表

さ
れ
、
市
内
か
ら
上
村
洵
一

さ
ん
（
７７
）
と
山
岡
敏
光
さ

ん
（
７６
）
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

相
談
員
の
川
崎
さ
ん

行
政
評
価
局
長
表
彰

５
月
１９
日
に
京
都
弥
生
会

館
で
、
本
市
担
当
行
政
相
談

委
員
の
川
崎
眞
佐
昭
さ
ん

（
７１
）
が
永
年
の
行
政
相
談

教
育
委
員
会
は
、
子
ど
も

の
通
学
時
の
見
守
り
活
動
な

ど
を
行
う
「
学
校
安
全
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

子
ど
も
を
狙
っ
た
事
件
が

全
国
的
に
数
多
く
発
生
し
て

い
る
な
か
、
本
市
で
は
学
校

安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
平
成

１８
年
５
月
１
日
現
在
３
７
８

人
登
録
）
を
は
じ
め
、
各
地

域
で
区
・
自
治
会
、
老
人
会

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
多
く
の

方
々
が
、
巡
回
や
見
守
り
の

活
動
を
し
て
く
だ
さ
り
、
大

事
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
毎
日
の
よ
う
に
不
審

者
な
ど
の
情
報
も
あ
り
、
よ

り
細
か
な
見
守
り
が
必
要
で

す
。学

校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
、
腕
章
を
つ
け
て
、
で
き

る
こ
と
を
学
校
と
連
絡
を
取

り
な
が
ら
、
次
の
よ
う
な
活

動
す
る
も
の
で
す
。

▼
通
学
路
を
中
心
と
し
た

コ
ー
ス
を
散
歩
し
な
が
ら
、

パ
ト
ロ
ー
ル
す
る

▼
子
ど
も
の
通
学
時
間
に

合
わ
せ
て
、
ゴ
ミ
出
し
を
し

た
り
、
門
掃
き
を
し
て
見
守

る

▼
学
校
の
周
辺
や
通
学
路

コ
ー
ス
を
見
回
り
な
が
ら
、

買
い
物
に
行
く

▼
学
校
の
花
壇
に
花
を
植

え
た
り
し
な
が
ら
、
校
内
で

の
見
回
り
を
す
る

活
動
し
て
い
た
だ
け
る
人

は
、
市
立
小
・
中
学
校
へ
直

接
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
登
録
を
し

て
い
た
だ
き
、「
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
保
険
」（
市
負
担
）
に

加
入
し
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
学
校
教
育
課

（
�
６４
・
１
３
９
２
）

教
育
委
員
会
は
、
小
学
校

の
夏
・
冬
・
学
年
末
の
休
み

に
勤
務
す
る
留
守
家
庭
児
童

会
代
行
指
導
員
（
パ
ー
ト
職

員
）
の
登
録
者
を
募
集
し
ま

す
。応

募
資
格
＝
児
童
の
健
全

育
成
に
熱
意
を
有
す
る
人

（
地
方
公
務
員
法
第
１６
条
の

各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人
を
除
く
）

勤
務
内
容
＝
留
守
家
庭
児

童
会
に
入
会
し
て
い
る
児
童

の
保
育
を
中
心
と
す
る
指
導

業
務採

用
期
間
＝
小
学
校
の
夏

季
休
業
日
、
冬
季
休
業
日
及

び
学
年
末
休
業
日
の
期
間
の

う
ち
で
必
要
に
応
じ
て
決
定

申
込
方
法
＝
申
込
書
（
教

育
総
務
課
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
）
に
撮
影
後
６
か
月
以
内

の
写
真
（
正
面
・
脱
帽
・
上

半
身
・
縦
６
�
×
横
５
�
）

を
貼
り
、
６
月
１６
日
�
〜
３０

日
�
に
本
人
が
持
参
し
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
＝
教
育

総
務
課（
�
６４
・
１
３
９
１
）

動
を
実
践
す
る
熱
意
の
あ

る
、
市
内
に
在
住
す
る
お
お

む
ね
６５
歳
ま
で
の
人
で
、
講

座
を
８０
％
以
上
受
講
可
能
な

人
定
員
＝
４０
人

受
講
料
＝
無
料

養
成
講
座
を
８０
％
以
上
受

講
さ
れ
た
人
に
は
、
京
田
辺

市
長
の
修
了
証
を
交
付
し
、

健
康
づ
く
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「
食
生
活
改
善
推
進
員
」

と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

保
育
を
希
望
す
る
人
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
＝
電
話
ま
た
は

「
食
生
活
改
善
推
進
員
養
成

講
座
受
講
希
望
」
と
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
生
年
月

日
を
書
い
て
は
が
き
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
間
＝
６
月
１
日
�

〜
２８
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
健
康

推
進
課
（
〒
６
１
０
・
０
３

９
３
京
田
辺
市
田
辺
８０
、
�

６４
・
１
３
３
５
）

上
村
さ
ん
は
２０
年
間
、
山

岡
さ
ん
は
１９
年
間
に
わ
た

り
、
一
級
河
川
木
津
川
神
矢

樋
門
の
操
作
員
と
し
て
、
木

津
川
増
水
時
に
市
内
河
川
へ

の
逆
流
防
止
や
内
水
は
ん
ら

委
員
と
し
て
、
苦
情
の
解
決

と
行
政
運
営
の
改
善
に
尽
力

さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
総
務

省
近
畿
管
区
行
政
評
価
局
長

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

川
崎
さ
ん
は
、
平
成
５
年

４
月
に
旧
総
務
庁
長
官
（
現

在
の
総
務
大
臣
）
か
ら
行
政

相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。
日
々
、

地
域
住
民
の
相
談
に
積
極
的

に
対
応
さ
れ
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
人
権
啓
発

課
（
�
６４
・
１
３
３
６
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
分
自
身
の
健
康

見
直
し
ま
せ
ん
か

食
生
活
改
善
推
進
員
協
議

会
は
、
「
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー

タ
ー
２１
」
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
と

は
、
自
分
自
身
の
健
康
に
つ

い
て
現
在
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
見
直
し
、
自
分
だ
け
で

な
く
家
族
や
友
人
な
ど
に
も

健
康
な
生
活
を
伝
え
て
い
け

る
人
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

何
気
な
く
暮
ら
し
て
い
る

毎
日
の
食
生
活
を
一
度
見
直

し
て
み
ま
せ
ん
か
？
。

日
時
＝
７
月
７
日
�
午
前

９
時
３０
分
〜
午
後
２
時

場
所
＝
中
央
公
民
館

ん
を
防
止
す
る
た
め
の
防
災

作
業
に
従
事
さ
れ
、
市
民
の

生
命
と
財
産
を
守
る
洪
水
災

害
防
止
に
尽
く
さ
れ
ま
し

た
。

定
員
＝
先
着
２０
人

参
加
費
＝
無
料

し
め
き
り
＝
６
月
１５
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
食
生

活
改
善
推
進
員
協
議
会
事
務

局
（
健
康
推
進
課
内
、
�

６４
・
１
３
３
５
）

養
成
講
座
の
受
講
生
を
募
集

健
康
づ
く
り
の
案
内
人

留
守
家
庭
児
童
会
の
代
行
指
導
員

登
録
者
募
集
し
ま
す

e t c .

見守りや巡回�
学校安全ボランティア

地域で子どもを守りませんか

食生活改善
推 進 員

平成18年（2006年）6月1日 ＜ 2  ＞

消
防
法
が
改
正
さ
れ
戸
建

て
住
宅
、
店
舗
併
用
住
宅
、

共
同
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
す
。

新
築
住
宅
は
、
平
成
１８
年

６
月
１
日
か
ら
、
す
で
に
お

住
ま
い
の
住
宅
は
、
平
成
２３

年
５
月
３１
日
ま
で
に
設
置
し

て
く
だ
さ
い
。

ど
こ
に
つ
け
る
の
？

家
族
を
守
る
住
宅
防
火
の

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

寝
室
・
階
段
・
台
所
な
ど
に

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

し
ま
し
ょ
う
（
下
図
）。

悪
質
販
売
に
ご
注
意

消
防
署
員
・
消
防
団
員
が

訪
問
し
販
売
を
し
た
り
、
特

定
の
業
者
に
販
売
を
委
託
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
業

者
の
服
装
や
話
に
惑
わ
さ
れ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

既
存
住
宅
は
設
置
に
は
猶

予
期
間
が
あ
り
ま
す
の
で
設

置
を
急
が
せ
る
よ
う
な
業
者

に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く

は
、
消
防
本
部

（
�
６３
・
７
８

２
６
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

住宅用火災警報器の設置場所�

寝室（子ども部屋など）�

台所�

階段� 寝室�

毎
年
７
月
は
福
祉
医
療
制

度
（
老
人
・
障
害
・
母
子
）
を
受
け
て
い
る
人
の
「
福
祉

医
療
費
受
給
者
証
」
の
切
替

月
で
す
。
対
象
者
に
は
交
付

申
請
書
を
送
り
ま
す
の
で
必

ず
６
月
末
ま
で

に
提
出
（
郵
送

も
で
き
ま
す
）

し
て
く
だ
さ
い
。

新
し
い
受
給

者
証
は
申
請
書

受
け
付
け
後
、

審
査
し
て
７
月

下
旬
に
送
り
ま

す
。
８
月
１
日

か
ら
は
必
ず
新

し
い
受
給
者
証

で
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

福
祉
医
療
の

う
ち
老
人
医
療

（
満
６５
〜
６９
歳
）

は
世
帯
構
成
や

福祉医療制度の概要�

障害者�
医療�

制度名�

老人�
医療�

�
・65歳までの人で次のいずれかに該当する人�
　①身体障害者手帳1級または2級を持っている人�
　②療育手帳Aを持っている人�
　③療育手帳B（b1）と身体障害者手帳3級を
　　持っている人�
　④精神障害者の人で障害基礎年金1級また　
　　は2級を受けている人�
　⑤療育手帳Bの人で障害基礎年金1級また　
　　は2級を受けている人�

対 象 者 �
・65～69歳の人で次のいずれかに該当する人�
　①ひとり暮らしの人（所得制限あります）�
　②満60歳以上の人だけで構成する世帯の人
　（所得制限あります）�
　③所得税が課せられていない世帯の人�

母子�
医療�

助成内容�

健康保険で
受診した時
の自己負担
分を一部助
成�

・母子家庭で18歳以下（高校3年卒業まで）
　の子どもとその母親�

健康保険で
受診した時
の自己負担
分を助成�

「
京
田
辺
の
環
境
を
守
り
育
て
、
未

来
に
引
き
継
ぎ
た
い
」
と
い
う
目
的
で

市
民
活
動
を
行
う
「
き
ょ
う
た
な
べ
環

境
市
民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
は
、
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

同
会
で
は
、
市
内
の
ホ
タ
ル
の
住
む

環
境
を
守
ろ
う
と
す
る
活
動
や
、
ゴ
ミ

の
問
題
を
考

え
、
リ
サ
イ

ク
ル
か
ら
リ

デ
ュ
ー
ス

（
削
減
）
を

進
め
生
活
に
生
か
そ
う
と
す
る
活
動
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
考
え
た

り
、
大
人
と
子
ど
も
が
親
し
み
な
が
ら

自
然
を
学
ぶ
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
く

予
定
で
す
。

み
な
さ
ん
も
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん

か
。初
年
度
の
入
会
金
は
要
り
ま
せ
ん
。

申
込
用
紙
は
、
市
役
所
生
活
環
境

課
・
中
央
公
民
館
・
中
央
図
書
館
・
北

部
住
民
セ
ン
タ
ー
・
中
部
住
民
セ
ン

タ
ー
・
三
山
木
福
祉
会
館
に
お
い
て
い

ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
の
活
動
に
向
け
て
総

会
を
６
月
１１
日
�
午
後
１
時
３０
分
か
ら

コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ホ
ー
ル
で

開
き
ま
す
。

自
由
に
見
学

で
き
ま
す
の

で
、
関
心
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
き
ょ
う
た
な
べ
環
境

市
民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
務
局
（
生

活
環
境
課
内
、
�
６４
・
１
３
６
６
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

普
通
救
命
講
習
会

消
防
署
で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

を
用
い
た
心
肺
蘇
生
法
を
中

心
と
し
た
応
急
手
当
の
講
習

を
行
い
ま
す
。

【
６
月
２１
日
�
】

時
間
＝
午
前
９
時
〜
正
午

場
所
＝
消
防
署

平
和
へ
の
思
い

書
道
に
託
し
て

平
和
都
市
推
進
協
議
会
な

ど
は
、
８
月
に
開
く
「
平
和

書
道
展
」
の
作
品
を
募
集
し

ま
す
。
市
販
の
半
紙
、
画
仙

紙
ま
た
は
短
冊
。
テ
ー
マ
は

「
平
和
は
人
類
共
通
の
願
い
」

「
平
和
都
市
宣
言
の
ま
ち
京

田
辺
」
な
ど
、
平
和
を
連
想

す
る
語
句
。
作
品
の
裏
面
左

下
に
鉛
筆
で
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
・
電
話
番
号

を
書
い
て
、
６
月
３０
日
�
ま

で
に
総
務
課
へ
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
応
募
作
品

は
返
却
し
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先
＝
平
和
都
市
推

進
協
議
会
事
務
局
（
総
務
課

内
、
�
６４
・
１
３
２
６
）

京
田
辺
市
の
環
境

平
成
１７
年
度
版
作
成

本
市
の
環
境
の
現
状
を
ま

と
め
た
冊
子
、「
平
成
１７
年

度
版
京
田
辺
市
の
環
境
」
を

天井取り付け式�

壁取り付け式�

前
年
の
収
入
額
に
よ
っ
て

「
該
当
」
か
「
非
該
当
」
が

決
ま
り
ま
す
。
申
請
さ
れ
た

人
で
「
非
該
当
」
と
な
る
時

は
、そ
の
旨
を
通
知
し
ま
す
。

前
年
度
に
該
当
し
な
か
っ

た
人
で
世
帯
構
成
の
変
動
や

収
入
の
減
少
な
ど
に
よ
り
今

年
度
は
該
当
す
る
と
思
う
人

は
、
高
齢
介
護
課
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の
＝
健

康
保
険
証
・
印
か
ん

申
請
・
問
合
せ
先
＝
高
齢

介
護
課（
�
６４
・
１
３
７
４
）

市は、地球温暖化防止対策の一環として、6月1日�から9月30日�まで「エコスタイ
ル・キャンペーン」を行います。期間中は、市役所などで冷房を28度程度に設定し、その
中でも効率的に働くことができる「ノー・ネクタイ・ノー上着」などの「夏の軽装」を推
進します。来庁されるみなさんのご理解とご協力をお願いします。
問合せ先＝生活環境課（�64-1366）

エコスタイルキャンペーン

弱冷房・軽装勤務にご理解を

危
険
物
安
全
週
間

毎
年
６
月
の
第
２
週
は

「
危
険
物
安
全
週
間
」
で
す
。

こ
の
週
間
は
、
危
険
物
を
取

り
扱
う
事
業
所
で
の
自
主
保

安
体
制
の
確
立
を
目
的
に
、

平
成
２
年
か
ら
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

石
油
類
を
は
じ
め
と
す
る

危
険
物
は
、
自
動
車
の
燃
料

な
ど
に
幅
広
く
使
用
さ
れ
て

お
り
、
現
代
の
私
た
ち
の
生

活
に
か
か
せ
な
い
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
は
取
り
扱
い
を
誤
る
と

発
火
・
爆
発
を
起
こ
す
危
険

が
高
く
、
高
温
の
場
所
に
は

置
か
な
い
な
ど
細
心
の
注
意

が
必
要
で
す
。

こ
の
週
間
を
通
じ
て
、
多

く
の
人
が
危
険
物
に
対
す
る

理
解
を
深
め
、
事
故
の
な
い

安
全
で
豊
か
な
社
会
を
築
い

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

消
防
本
部
・
消
防
署
は
、

６
月
４
日
�
か
ら
１０
日
�
ま

で
危
険
物
施
設
へ
の
立
ち
入

り
検
査
な
ど
を
行
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
消
防
本
部

（
�
６３
・
７
８
２
６
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

定
員
＝
２０
人

【
７
月
１
日
�
】

時
間
＝
午
前
９
時
〜
正
午

場
所
＝
消
防
署
北
部
分
署

定
員
＝
１０
人

【
参
加
費
】

無
料

【
申
込
方
法
】

前
日
ま
で
に
直
接
ま
た
は

電
話
で
申
し
込
み

作
成
し
ま
し
た
。
北
部
住
民

セ
ン
タ
ー
・
中
部
住
民
セ
ン

タ
ー
・
中
央
図
書
館
・
三
山

木
福
祉
会
館
に
も
置
い
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
活
用
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
内
容
は

【
問
合
せ
先
】

▼
消
防
署
（
�
６３
・
１
１

２
５
）
▼
消
防
署
北
部
分
署

（
�
６５
・
０
１
１
９
）

本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
生
活
環
境

課
（
�
６４
・
１
３
６
６
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

福祉医療費
受 給 者 証

切
替
は
６
月
末
ま
で
に

該
当
す
る
人
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

環
境
市
民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

会
員
を
募
集
し
ま
す

新
築
住
宅
は
６
月
１
日
か
ら
義
務
付
け
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�
�

広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ

広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ

げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
広
報
広

げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
広
報
広

聴
課
（

聴
課
（
@
６４
・
１
３
２
０
）
へ

１
３
２
０
）
へ�

�

広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ

げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
広
報
広

聴
課
（
@
６４
・
１
３
２
０
）
へ�

＜ 4  ＞

なやみごと相談
▼6月14日�、市役所会議室
▼28日�、北部住民センター。
午後1時30分～4時。
�人権啓発課（�62-4343）

市民無料法律相談
▼6月7日�（5月19日から電
話予約）▼21日�（6月1日から
電話予約）。午後1時30分～4時
30分。市民相談室。
�人権啓発課（�62-4343）

府民無料法律相談
▼6月19日	午後1時30分～4
時30分、田辺地域総務室。6月
16日から電話予約。
�田辺地域総務室（�62-0173）

南部法律相談センター
毎週木曜日午後1時～5時、
CIKビル（近鉄新田辺駅西）。
予約制、40分5,250円。
�京都弁護士会（�0 7 5 -
231-2378）

発達相談
毎週月～金曜日午後1時30分
～3時30分、田辺児童館。
�田辺児童館（�63-1081）

育児相談
毎週月曜日午前9時～正午・午
後1時～4時30分、普賢寺児童館。
�普賢寺児童館（�65-0153）

すくすく子育て相談
毎週月～金曜日午前9時30分
～午後4時、電話相談。毎週
月・水曜日午後1時～4時、来所
相談。
�地域子育て支援センター

（�62-1477）

家庭児童相談室
毎週月～金曜日午前9時～正
午・午後1時～4時。
�児童福祉課（�64-1376）

教育相談
午後0時30分～4時30分。予約
制。電話による教育相談は学校
教育課（�63-4488）へ
6日
 松井ケ丘小（�62-8888）
13日
桃園小（�63-6335）
15日�大住小（�62-0046）
20日
三山木小（�62-1055）

草内小（�62-0054）
22日�田辺東小（�62-4348）
27日
薪小（�63-2000）

田辺小（�62-0044）
消費生活相談

毎週水・金曜日午後1時30分
～4時、市役所306会議室。
�産業振興課（�64-1360）

ふれあい相談室
毎週月～金曜日午前9時～午
後4時、社会福祉センター。

心配ごと相談
6月5日	・15日�・26日	午
前10時～正午、北部住民セン
ター。

心配ごと出張相談
6月9日�午前10時～正午、北
部住民センター。6月20日
午
後1時30分～4時、山本公民館。
高齢者のこれからのこと相談
福祉サービス利用援助事業。
6月5日	午前10時～正午、北部
住民センター。6月30日�午前
10時～正午、社会福祉センター。

司法書士法律相談
6月15日�午後1時30分～4時、
社会福祉センター。予約制。

成年後見制度相談
6月9日�午後1時30分～4時、
社会福祉センター。予約制。

弁護士無料法律相談
6月26日	午後1時30分～4時、
社会福祉センター。6月1日から
予約受付。

一般健康相談（成人対象）
▼毎週月曜日午前9時～11時、
保健センター。保健師・栄養士
による相談（予約制）。▼6月5
日	午後1時45分～3時30分、保
健センター（予約制）。▼6月14
日�午後1時30分～3時、中部住
民センター。▼6月29日�午後1
時30分～3時、一休ケ丘公民館。
医師・保健師による相談。

妊婦乳幼児相談
6月1日�午前9時～10時30分、
保健センター。

リハビリ相談
6月13日
午前9時～11時、保
健センター。

こころの健康相談
6月6日
午後1時45分～3時30
分、保健センター。予約制。

健康推進課�
（�64-1334、�64-1335）�

社会福祉協議会�
（�62-5447）�

健康推進課�
（�64-1334、�64-1335）�

健康推進課�
（�64-1334、�64-1335）�

社会福祉協議会�
（�62-5447）�

社会福祉協議会�
（�62-5447）�

女性の相談室
6月1日�・15日�午後1時30
分～4時30分、市役所会議室。
�政策推進課（�64-1309）

健康推進課�
（�64-1334、�64-1335）�

社会福祉協議会�
（�62-5447）�

今月の�

相�談�事�業�日�程� 同志社発インキュベーション施設�
18年末にオープン予定�

同志社発インキュベーション施設�
18年末にオープン予定�

同志社発インキュベーション施設�
18年末にオープン予定�9月から入居者募集�

未
来
の
新
産
業
創
る

未
来
の
新
産
業
創
る�

未
来
の
新
産
業
創
る

未
来
の
新
産
業
創
る�

未
来
の
新
産
業
創
る

未
来
の
新
産
業
創
る�

未
来
の
新
産
業
創
る�

地
域
産
業
の
発
展
を
促
進�

同
志
社
大
学
の
知
的
資
産
を
活
用
し
て
起
業
や
新
事
業
の
展
開
を
目
指
す
大
学

教
員
、
学
生
や
地
域
の
中
小
企
業
者
な
ど
に
研
究
開
発
の
場
を
提
供
し
、
ビ
ジ
ネ

ス
支
援
を
行
う
「
同
志
社
発
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
Ｄ
‐
ｅ
ｇ
ｇ
（
デ
ィ
ー

エ
ッ
グ
）」
が
同
大
学
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
９

月
か
ら
入
居
者
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。
将
来
は
、
こ
の
施
設
が
市
内
産

業
の
発
展
に
寄
与
し
、
地
域
社
会
に
貢
献
し
て
い
く
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
は
、
他
の
ま
ち
に
な
い

「
大
学
の
あ
る
ま
ち
」
と
い

う
特
長
を
生
か
し
、
同
志
社

大
学
で
研
究
さ
れ
て
い
る
成

が
大
学
と
の
共
同
研
究
に
よ

り
新
し
い
分
野
で
の
事
業
の

展
開
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

産
学
官
連
携
の
強
化
、
地
域

産
業
技
術
の
高
度
化
、
新
産

業
の
創
出
、
地
域
産
業
の
発

展
を
促
進
し
、
地
域
活
性
化

を
実
現
す
る
な
ど
、
市
の
産

業
が
活
性
化
す
る
こ
と
を
目

指
し
ま
す
。

る
関
西
文
化
学
術
研
究
都
市

は
知
的
エ
リ
ア
と
し
て
著
し

く
発
展
し
て
い
る
地
域
で

す
。
他
方
、
同
志
社
大
学
は
、

１
８
７
５
年
開
校
以
来
、
多

く
の
専
門
家
や
人
材
を
社
会

に
輩
出
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
（
潜
在

能
力
）
を
生
か
し
事
業
展
開

を
図
る
こ
と
が
可
能
で
す

総
合
的
な
企
業
支
援
＝
Ｄ

‐
ｅ
ｇ
ｇ
は
、
府
、
市
、
同

大
学
、
中
小
機
構
が
一
体
と

な
っ
て
運
営
さ
れ
ま
す
。
入

居
す
る
と
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
通

し
て
幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
活
用
す
る
こ
と
や
、
事
業

プ
ラ
ン
の
作
成
・
資
金
調

達
・
販
路
開
拓
な
ど
、
起
業

か
ら
第
二
創
業
ま
で
各
ス

テ
ー
ジ
に
最
適
な
支
援
を
受

け
る
こ
と
が
可
能
で
す

充
実
し
た
施
設
と
交
流
活

動
拠
点
＝
居
室
は
、
３
タ
イ

プ
あ
り
、
幅
広
い
実
験
、
研

究
、
試
作
な
ど
が
可
能
で
す

入
居
対
象
＝
▼
大
学
の
研

究
成
果
を
基
に
起
業
す
る
教

員
・
学
生
な
ど
▼
大
学
と
の

間
で
共
同
研
究
を
し
た
り
技

術
・
経
営
支
援
を
受
け
た
り

す
る
な
ど
、
起
業
や
新
た
な

事
業
展
開
を
図
ろ
う
と
す
る

個
人
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
・

中
小
企
業
。
中
小
機
構
が
９

月
か
ら
入
居
申
し
込
み
を
受

け
付
け
、
審
査
を
経
て
平
成

１８
年
末
に
入
居
開
始
の
予

定
。
く
わ
し
く
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

至枚方�

同志社女子大�

同志社国際�
中学・高校�

三
山
木
駅�

近
鉄
京
都
線�

Ｊ
Ｒ
学
研
都
市
線�

府
道
八
幡
木
津
線�

同志社大学�
京田辺キャンパス�

同志社前駅�

Ｎ�

至精華・木津�

D-eggD-eggD-egg

至八幡・京都�

興戸駅�

ＪＲ三山木駅�府道生駒井手線�
普賢寺川�

★リエゾン�
オフィス内�
Ｄ－ｅｇｇ�
準備室�

市
は
み
な
さ
ん
の
生
活

の
一
助
と
し
て
消
費
生
活

に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
問

題
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
通
信
販

売
に
つ
い
て
で
す
。

〈
事
例
１
〉
雑
誌
広
告

の
写
真
を
見
て
ブ
ラ
ウ
ス

を
注
文
。届
い
た
商
品
は
、

写
真
で
は
気
づ
か
な
か
っ

た
濃
い
ラ
イ
ン
が
入
っ
て

い
て
気
に
い
ら
な
い
。
広

告
に
は
返
品
不
可
と
書
い

て
あ
る
が
８
日
以
内
で
あ

れ
ば
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

〈
事
例
２
〉
カ
メ
オ
ブ

ロ
ー
チ
の
通
信
販
売
の
広

告
を
見
ま
し
た
。
雰
囲
気

の
わ
り
に
１
万
円
と
安

く
、「
返
品
が
可
能
で
す
」

と
書
い
て
あ
っ
た
の
で
、

申
し
込
み
ま
し
た
。
商
品

と
引
き
換
え
に
代
金
を
払

い
ま
し
た
が
、
肝
心
の
カ

メ
オ
は
広
告
と
は
違
い
貧

弱
な
も
の
で
し
た
。
す
ぐ

に
返
品
し
ま
し
た
が
販
売

会
社
か
ら
連
絡
は
な
く
、

電
話
も
ま
っ
た
く
通
じ
ま

せ
ん
。
返
金
も
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

〈
ア
ド
バ
イ
ス
〉
通
信

販
売
は
、
自
宅
に
い
な
が

ら
気
軽
に
注
文
で
き
る
と

い
う
便
利
さ
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
物
を
見
て
申
し

込
む
の
で
は
な
い
た
め
、

「
イ
メ
ー
ジ
と
違
う
」「
サ

イ
ズ
が
合
わ
な
い
」
な
ど

の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
、
倒

産
・
行
方
不
明
な
ど
に
よ

り
商
品
が
届
か
な
い
、
前

払
い
代
金
の
返
金
が
な
い

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

次
の
よ
う
な
点
に
注
意

し
、
上
手
に
利
用
し
ま
し

ょ
う
。

①
通
信
販
売
に
は
、
法

律
上
の
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

特
定
商
取
引
に
関
す
る
法

律
が
適
用
さ
れ
ま
す
が
、

商
品
は
慎
重
に
選
び
ま
し

ょ
う
。

②
申
し
込
む
前
に
、
返

品
で
き
る
か
ど
う
か
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

③
支
払
い
は
で
き
れ
ば

後
払
い
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
広
告
や
注
文
の
控
え

は
、
商
品
が
届
く
ま
で
保

管
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

⑤
業
者
が
、
通
信
販
売

の
業
界
団
体
で
あ
る
�
日

本
通
信
販
売
協
会
の
会
員

で
あ
る
か
ど
う
か
も
ひ
と

つ
の
目
安
に
な
り
ま
す
。

困
っ
た
と
き
は
、
少
し

で
も
早
く
市
の
消
費
生
活

相
談
へ
。

日
時
＝
毎
週
水
・
金
曜

日
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

場
所
＝
市
役
所
３
階
３

０
６
号
会
議
室

問
合
せ
先
＝
産
業
振
興

課
（
�
６４
・
１
３
６
０
）

特　　　集
産学官連携

施
設
の
特
長�

施
設
の
特
長�

施
設
の
概
要

施
設
の
概
要�

募
集
の
案
内�

問
合
せ
先�

施
設
の
概
要

施
設
の
概
要�

募
集
の
案
内�

問
合
せ
先�

施
設
の
概
要�

建
物
構
造
等
＝
地
上
３
階

建
て
（
鉄
骨
造
）、
延
べ
床

面
積
約
２
１
０
０
�（
予
定
）

居
室
タ
イ
プ
（
予
定
）
＝

賃
貸
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
試
作

開
発
室
タ
イ
プ
、
実
験
研
究

室
タ
イ
プ
と
Ｉ
Ｔ
オ
フ
ィ
ス

タ
イ
プ
が
あ
り
、
全
部
で
３３

室
。
賃
料
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
中
小
機
構
で
調
整
中

施
設
の
特
長

施
設
の
特
長�
施
設
の
特
長

施
設
の
特
長�
施
設
の
特
長�

施
設
の
概
要�

募
集
の
案
内�

問
合
せ
先�

施
設
の
概
要�

募
集
の
案
内�

問
合
せ
先�

市
は
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ

ョ
ン
施
設
が
産
学
連
携
の
核

と
し
て
活
発
に
活
用
さ
れ
、

大
学
な
ど
と
の
連
携
に
よ
る

新
産
業
創
出
に
よ
り
市
内
産

業
が
活
性
化
さ
れ
る
よ
う
、

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
い
ま

す
。【イ

ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
派
遣
】

平
成
１８
年
１
月
か
ら
同
業

務
を
同
志
社
大
学
に
委
託

し
、
市
内
に
専
属
の
産
学
連

携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
１
名
を

配
置
し
、
市
内
企
業
を
訪
問

し
、
企
業
の
ニ
ー
ズ
と
同
大

学
の
研
究
シ
ー
ズ
（
新
し
い

技
術
）
と
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

Ｄ
‐
ｅ
ｇ
ｇ
オ
ー
プ
ン
後

は
、
同
施
設
の
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

の
仕
事
も
兼
ね
入
居
者
に
事

業
プ
ラ
ン
の
作
成
、
資
金
調

達
、
販
路
開
拓
な
ど
サ
ポ
ー

ト
業
務
を
行
い
ま
す
。

【
入
居
費
補
助
金
交
付
】

入
居
を
促
進
し
、
施
設
で

同
志
社
大
学
と
の
本
格
的

な
産
学
連
携
が
可
能
＝
新
規

商
品
・
新
規
材
料
の
開
発
や

技
術
向
上
を
目
指
す
人
に
と

っ
て
、
大
学
か
ら
技
術
的
な

支
援
を
受
け
、
よ
り
ス
ム
ー

ズ
に
事
業
化
を
押
し
進
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す

高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
＝
日

本
の
最
先
端
技
術
が
集
中
す

施
設
の
特
長�

施
設
の
特
長�

施
設
の
概
要�

募
集
の
案
内

募
集
の
案
内�

問
合
せ
先�

施
設
の
概
要�

募
集
の
案
内

募
集
の
案
内�

問
合
せ
先�

募
集
の
案
内�

5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5

の
研
究
開
発
を
支
援
す
る
た

め
、
将
来
に
わ
た
り
市
内
に

定
着
し
て
事
業
を
す
る
計
画

を
持
つ
入
居
者
（
個
人
・
中

小
企
業
者
）
で
要
件
を
満
た

す
人
に
対
し
、
入
居
賃
料
の

補
助
金
を
交
付
予
定
。

【
そ
の
他
】

今
後
、
入
居
者
が
施
設
退

去
後
、
ス
ム
ー
ス
に
市
内
に

定
着
で
き
る
よ
う
、
市
内
の

空
き
工
場
や
遊
休
地
を
紹
介

で
き
る
シ
ス
テ
ム
や
入
居
者

が
開
発
し
た
新
製
品
の
販
売

促
進
を
支
援
で
き
る
制
度
を

つ
く
る
予
定
で
す
。

問
合
せ
先
＝
産
業
立
地
室

（
�
６４
・
１
３
１
９
）

完成予想図�

Ｄ-ｅｇｇ説明会�Ｄ-ｅｇｇ説明会�
産学連携の魅力も公開�

日時＝６月９日�午後３時～６時
場所＝同志社大学京田辺キャンパス
対象＝▼Ｄ-ｅｇｇの入居を考えてい
る人▼Ｄ-ｅｇｇの活動について知りた
い人▼産学連携のメリットについて知
りたい人▼どのようにして産学連携を
するのか知りたい人▼産学連携につい
て法律上、注意すべき点を知りたい人
内容＝▼Ｄ-ｅｇｇの概要説明▼ビジ

ネスパートナーとしての同志社大学▼
法律から見た産学連携▼自治体の取り
組み状況
く わ し く は 、 ホ ー ム ペ ー ジ

（http://www.d-egg.jp）をご覧くださ
い。
問合せ先＝独立行政法人中小企業基
盤整備機構Ｄ-ｅｇｇ開設準備室（同志
社大学リエゾンオフィス内、�65-6223）

館
内
イ
メ
ー
ジ

果
を
活
用
し
て
市
内
の
産
業

を
活
性
化
す
る
た
め
、
京
都

府
と
と
も
に
独
立
行
政
法
人

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

（
中
小
機
構
）
に
事
業
要
請

し
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施

設
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
完

成
後
は
、
起
業
を
目
指
す
人

な
ど
に
貸
し
出
さ
れ
ま
す
。

「
イ
ン
キ

ュ
ベ
ー
シ
ョ

ン
」
と
は
も

と
も
と
「
タ

マ
ゴ
の
ふ

化
」
を
意
味

し
、
こ
の
施

設
に
付
け
ら

れ
た
愛
称
「
Ｄ
‐
ｅ
ｇ
ｇ

（
デ
ィ
ー
エ
ッ
グ
）」
は
、

Ｄ
＝
同
志
社
、
ｅ
ｇ
ｇ
＝
タ

マ
ゴ
か
ら
き
て
お
り
、
ま
さ

に
同
大
学
の
研
究
か
ら
生
ま

れ
た
成
果
（
タ
マ
ゴ
）
を

〝
新
産
業
の
創
出
〞
と
い
う

形
で
ふ
化
さ
せ
る
施
設
と
し

て
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

将
来
は
、
Ｄ
‐
ｅ
ｇ
ｇ
で

行
わ
れ
る
研
究
開
発
な
ど
に

よ
り
、
大
学
発
の
ベ
ン
チ

ャ
ー
企
業
が
市
内
に
誕
生
し

た
り
、
市
内
の
中
小
企
業
者

消
費
生
活
メ
モ

クーリングオフ制度がない

通　信　販　売
商品選びは慎重に

▼
独
立
行
政
法
人
中
小
企

業
整
備
機
構
　
Ｄ
‐
ｅ
ｇ
ｇ

開
設
準
備
室
（
〒
６
１
０
・

０
３
９
４
京
田
辺
市
多
々
羅

都
谷
１
・
３
、
同
志
社
大
学

リ
エ
ゾ
ン
オ
フ
ィ
ス
内
、
�

６５
・
６
２
２
３
、
�
６５
・
６

７
７
３
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
:/
/
w
w
w
.d
-

egg.jp

）
▼
産
業
立
地
室

（
�
６４
・
１
３
１
９
）

施
設
の
特
長�

施
設
の
特
長�

施
設
の
概
要�

募
集
の
案
内�

問
合
せ
先

問
合
せ
先�

施
設
の
概
要�

募
集
の
案
内�

問
合
せ
先

問
合
せ
先�

問
合
せ
先�

―
今
の
仕
事
と
は
。

「
同
志
社
大
学
と
地
域

の
企
業
と
の
関
係
を
深
め

る
役
割
で
す
。
そ
し
て
同

志
社
の
地
域
貢
献
と
地
元

産
業
の
発
展
が
私
の
仕
事

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

―
現
在
の
想
い
と
は
。

「
地
域
社
会
に
密
着
し

た
Ｄ
‐
ｅ
ｇ
ｇ
に
し
て
、

入
居
者
だ
け
で
な
く
、
地

域
の
み
な
さ
ん
に
も
開
放

さ
れ
た
Ｄ
‐
ｅ
ｇ
ｇ
と
す

る
の
が
私
の
想
い
で
す
。

産
学
官
連
携
に
よ
り
地
域

企
業
、
産
業
の
活
性
化
に

少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。」

地
域
に
開
放
さ
れ
た
Ｄ
‐
ｅ
ｇ
ｇ
へ

―
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ

ン
施
設
に
期
待
す
る
こ
と

は
。「個

人
的
に
は
、
こ
の

事
業
を
通
し
て
知
的
資
産

を
生
か
し
た
産
業
を
志
す

方
、
ま
た
こ
の
京
田
辺
市

に
そ
の
拠
点
を
置
い
て
く

れ
る
方
が
多
く
出
て
き
て

く
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

た
だ
そ
の
た
め
に
は
、
こ

の
ま
ち
の
産
業
の
方
向
性

を
見
い
出
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。
地
域
の
さ
ま
ざ
ま

な
資
源
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
し
、
産
学
官
の
連
携
が

広
が
り
、
そ
れ
が
結
実
す

る
こ
と
で
地
域
産
業
の
活

性
化
に
繋
が
っ
て
い
け
ば

と
思
い
ま
す
。」

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を

人
材
派
遣
か
ら
賃
料
補
助
ま
で

総
合
的
な
起
業
支
援

産業立地室

市商工会
工業部会
部会長
田村信夫さん

同志社大学
リエゾンオフィス
インキュベーション
マネージャー
大西喜造さん
（市からの派遣）

期
待
の
声

期
待
の
声�

期
待
の
声�

期待の声�

今の仕事�

語
る�

今
の
仕
事

今
の
仕
事�

今
の
仕
事�

聞
く�
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し
い
本
の
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中央図書館�

中央図書館北部分室�

中央図書館�

新しい本の紹介�

�65－2500　�65－1222

中央図書館中部分室�

新
し
い
本
の
紹
介�

おはなし会
▼6月3日�…こわがりのときのい
るか▼7日�…いぬのおまわりさん▼
10日�…絵姿女房▼17日�…いい夢
とつまらない旅▼21日�…しりとり
のだいすきなおうさま▼24日�…う
りこひめ。土曜日…午後3時～3時30
分、水曜日…午後4時～4時30分

6月のギャラリー
▼「天王如月窯～薪窯による焼締
陶展～」：清水日出男＝6日
～11日
�▼「楽篆会篆刻展」：斉藤梧月＝
13日
～18日�▼「トールペイント
スタジオY’ｓ作品展」：吉川紗知
子＝27日
～7月2日�

6月の映画会
今月は、ヒーローアクション映画
特集です。
▼3日…スペシャリスト▼10日…今
そこにある危機▼17日…ダイ・ハー

お 知 ら せ �

お 知 ら せ �

お �知 �ら �せ �

イ ベ ン ト �

市から�

社会福祉協議会�
�62-2222 �65-4962

文化協会（中央公民館内）�
�62-2552 �65-2519

社会福祉協議会�

綴喜陸上競技大会
7月2日�午前10時～、山城総
合運動公園陸上競技場（太陽が
丘）。対象は十分な健康管理の
もと競技に支障がない人。市内
に在住・通勤・通学している人
は1種目300円（リレーは1チー
ム400円、小学生は全種目無料）。
それ以外の人は、小学生1種目
100円、中学生以上1種目500円
（リレーは小学生1チーム400円、
中学生以上1チーム800円）。6月
16日�までに社会体育課に備え
付けの申込書に必要事項を直接
記入、または電話・ファクス・
電子メールで申し込み。
�社会体育課（�64-1394、
� 6 4 - 1 3 9 0 、電子メール
sports@kyotanabe.jp）

お 知 ら せ �

お 知 ら せ �

お �知 �ら �せ �

市から�

社会福祉協議会�
�62-2222 �65-4962

文化協会（中央公民館内）�
�62-2552 �65-2519

ス ポ ー ツ �

社会福祉協議会�

おはなし会
▼6月14日�…いっすんぼうし▼21
日�…でんたろうとあまのすけ。午
後4時～4時30分

中部分室こども映画会
▼7月8日�午後2時～2時30分…か
いけつゾロリ▼9日�午後3時～4時30
分…リロ＆スティッチ。申込不要。

今年は「会社がトライ　女性
もトライ－ポジティブ・アクシ
ョンで　一人一人が活躍できる
職場づくりを－」をテーマに全
国的に特別活動を展開します。
同月間にちなみ、京都労働局
は男女雇用機会均等推進セミ
ナーを開きます。
6月26日	午後1時30分～4時。
京都府民総合交流プラザ（京都
テルサ、京都市南区）。対象は、
企業の人事労務担当者、事業主
団体、男女労働者など約150人。
先着順。無料。▼均等推進企業
表彰▼ポジティブ・アクション
についての事例発表▼てい談
（京都女性の活躍推進協議会座
長で弁護士の佐賀千惠美さん、
事例発表企業2社）
�京都労働局雇用均等室（�
075-241-0504）

同女大のオーケストラコンサート
7月7日�午後6時から、同志
社女子大学新島記念講堂。曲目
はロメオとジュリエット（チャ
イコフスキー）・三角帽子（フ
ァリャ）・交響曲第3番　変ホ
長調　作品55「英雄」（ベー

トーヴェン）。指揮
は同志社女子大学
嘱託講師の黒岩英
臣さん。演奏は同
志社女子大学音楽
学科管弦楽団。無
料。申込不要。駐
車場はありません
ので公共交通機関
をご利用ください。
�同志社女子大
学音楽学科事務室
（�65-8501）

市民舞踊発表会
6月11日�午前10時から、中
央公民館。古典舞踊・歌謡舞
踊・民謡踊り。
�文化協会舞踊部長　井上

（�62-6603）

おひさまサロン
6月13日
午前10時～11時30
分、社会福祉センター。わらべ
歌や手遊びでの親子の交流。対
象は、乳幼児とその保護者。先
着20組。200円（おやつ代）を
当日持参。
�そよかぜ子育てサポート

（�62-9672）

男女雇用機会均等推進セミナー
国では、毎年6月を「男女雇
用機会均等月間」と定めていま
す。
職場での男女均等取り扱いを
実現するためには、性別による
ことなく雇用管理を行うことは
もとより、女性労働者が十分に
その能力を発揮することができ
るようにするための積極的な取
り組み（ポジティブ・アクショ
ン）を推進することが必要です。

中央図書館�

中央図書館北部分室�

新しい本の紹介�

中央図書館中部分室�中央図書館中部分室�
中部住民センター内�

�64－8833　�64－8820

新
し
い
本
の
紹
介�

400m

1500m

3000m

4×100m�
リレー�

100m

種　目�

50m

①中学生男子　②16～34歳�
③35歳以上�

①小学5・6年生　②中学生�
③16～34歳　④35歳以上�

①小学5・6年生　②中学生�
③一般（16歳以上）�

①小学1～4年生　②16～34歳�
③35歳以上�

①中学生　②16～34歳　�
③35歳以上�

部　　　　門�

砲丸投げ�

走り�
幅跳び�

種　目�
走り�
高跳び�

①小学5・6年生　②中学生�
③16～34歳　④35歳以上�

①小学5・6年生　②中学生�
③16～34歳　④35歳以上�

①中学生　②16～34歳　�
③35歳以上�

部　　　　門�

①中学生　②16～34歳　�
③35歳以上�

○トラック�

○フィールド�

ひとり親家庭で交流
6月4日�午前10時30分～午後
3時30分、枚方野外活動セン
ター（枚方市）。小雨決行。集
合は、午前10時15分、社会福祉
センター。対象は、市内在住の
中学生以下の子どものいるひと
り親家庭。1人300円。
�社会福祉協議会（�62-
2222）

すくすくサロン
▼6月8日�午前10時～11時30
分、中部住民センター▼6月29
日�午前10時～11時30分、中央
公民館。子どもを遊ばせながら、
お母さん同士気軽におしやべり
を楽しめる場です。ストレス解
消、子育ての悩み相談、友達作
りに気軽に利用してください。
自由参加（事前申込は不要）。
�▼地域子育て支援センター

（大住保育園内、�62-1477）
▼児童福祉課（�64-1377）
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水道週間水道週間水道週間

6月1日～7日�

水道週間

「安全と　おいしさごくり�
水道水」�

市民総体
【空手道】

7月16日�午前9時～、田辺中
央体育館。幼児・小学生・中学
生の個人形と組手。対象は市内
に在住・通勤・通学する幼稚園
児から中学生までの経験者。市
体協空手道部所属者は1人1種目
千円、未所属者は1人1種目2千
円。6月16日�までに申し込み。

【サッカー】
7月9日�。培良中学校グラウ
ンド。府民総体京田辺市予選会。
対象は市内に在住・通勤・通学
する18歳以上の人。1チーム千
円。6月23日�までに申し込み。

�社会体育協会事務局（〒
610-0331京田辺市田辺丸山19
田辺中央体育館内、�62-1501、
�62-1534）

ド３▼24日…トゥルーライズ。いず
れも土曜日の午前10時30分から

中央図書館�

中央図書館北部分室�

新しい本の紹介�

中央図書館北部分室�
北部住民センター内�

�63－0499　�63－7956

中央図書館中部分室�

新
し
い
本
の
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介�

おはなし会
▼6月3日�…きかんしゃやえもん
▼10日�…ひとりふたりさんにんの
こども▼17日�…蛙の話▼24�…と
とけっこうよがあけた▼28日�…999
ひきのきょうだい▼7月1日�…ひさ
の星。土曜日…午前11時～11時30分、
水曜日…午後4時～4時30分

けいはんなけいはんな�けいはんな�
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七夕の夜を彩る「木津町七夕
まつり」

世
界
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や
国
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で
学
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せ
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お 知 ら せ �

お 知 ら せ �

お �知 �ら �せ �

募 　 　 集 �

市から�

社会福祉協議会�
�62-2222 �65-4962

文化協会（中央公民館内）�
�62-2552 �65-2519

社会福祉協議会�

▽市へのはがき・郵送での申し込みは、�
「〒610-0393　京田辺市田辺80　京田辺市役所　○○○○課」�
　でお送りください。�
▽市ホームページは(http://www.kyotanabe.jp/)です。�
▽市教育委員会ホームページは(http://www.kyotanabe.ed.jp/)です。�
▽問合せ先は�、問合せ先と申込先が同じ時は�と表記しています。�

今月の�
　お知らせ�
今月の�
　お知らせ�

保育料減免は7月7日まで
市は、保護者の経済的負担を
軽減するため、幼稚園就園奨励
事業として公立幼稚園の保育料
の減免（還付）を行っています。
また、私立幼稚園では私立幼稚
園就園奨励事業として各私立幼
稚園で保育料の減免（還付）が
受けられます。
【公立幼稚園】
対象は、市内に在住し、次の
いずれかに当たる人▼生活保護
世帯▼市民税所得割非課税世
帯。「保育料減免申請書」（各幼
稚園にあります）と添付書類を
通園する幼稚園へ提出。
【私立幼稚園】
対象は、市内に在住し、次の
いずれかに当たる人▼生活保護
世帯▼市民税非課税世帯▼市民
税所得割非課税世帯▼市民税所
得割課税額13万5千円以下の世
帯。「保育料等減免措置に関す
る調書」（私立幼稚園にありま
す）と添付書類を通園する幼稚
園へ提出。
【しめきり】
7月7日�
�学校教育課（�64-1392）
または各幼稚園

児童手当現況届の提出
現在、児童手当を受けている
人（小学校4年生までの児童を
持つ人で、公務員を除く）は、
6月中に児童手当現況届を提出
してください。平成18年度の制
度改正で新たに申請した保護者
は、現況届の提出は不要です。
対象者に現況届の用紙を6月上
旬ごろに送りますので、6月30
日�までに提出してください。
これは、手当を受けている人
の前年所得や養育状況などを報
告していただく大切な届です。
この届の提出がないと、6月か
らの手当が受けられないので、
ご注意ください。

予防接種の日程�

日にち�

三種�
混合�

種別� 対　　　象�

6月7日� 
6月21日� 

生後3か月～7歳6か月未満 

ＢＣＧ�
6月13日� 
6月27日� 生後3か月～6か月未満 

受付時間＝13：30～14：30　　　�
場所＝保健センター（�63-2662）�
問合せ先＝健康推進課（�64-1334）�

�6月29日��
10：00～11：30　�
13：00～15：30　�

コミュニティホール�

愛
の
献
血�

お 知 ら せ �

お 知 ら せ �

お 知 ら せ �

お �知 �ら �せ �

市から�

社会福祉協議会�
�62-2222 �65-4962

文化協会（中央公民館内）�
�62-2552 �65-2519

社会福祉協議会� �児童福祉課（�64-1377）

児童手当の振込み確認を
児童手当を現在受けている人

（公務員を除く）は6月期分（2
～5月分）を6月9日�～13日

に振り込みますのでご確認くだ
さい。なお、平成18年度の制度
改正で新たに申請中の児童の手
当（小学校5～6年生分と新所得
制限額で受給対象となる人）は、
8月以降に随時振り込みます。
�児童福祉課（�64-1377）

火葬料補助を引き上げ
市は、市民が死亡または死産
した時に、火葬の許可を受けて
火葬をした人に対し、費用の一
部を補助していますが、5月1日
から限度額を3万円に引き上げ
ました。補助金の額は、申請者
が負担した火葬料から、火葬場
の設置されている市町村の住民
が負担する火葬料を差し引いた
額の2分の1の額です。
補助例（大人の場合）＝▼宇
治市斎場…3万円▼京都市中央
斎場…2万4千円▼飯盛霊園…2
万5千500円
�生活環境課（�64-1366）

ハンセン病補償金の請求
国内ハンセン病療養所のみに
入所していた人に対する補償金
の請求期限は6月21日�です。
申請もれのないよう十分ご注意
ください。
支給対象者は平成8年3月31日
までに国内ハンセン病療養所に
入所していた人で、補償法施行
日（平成13年6月22日）に生存
していた人。ただし、既に補償
金を受けている人や、ハンセン
病に関する裁判上の和解が成立
している人は請求できません。
�厚生労働省健康局　疾病対
策課ハンセン病係（� 0 3 -
5253-1111）

障害者実態調査に協力を
厚生労働省は、平成18年7月1
日現在の身体障害児・者などの

ピンピン教室で介護予防
市は、高齢者にいつまでも元
気に生活していただくために、
「ピンピン教室」を開きます。
いずれも参加費無料で、ご自
分で来所できる方が対象です。
どの回からでも参加できますの
で、お気軽にご参加ください。
日程・場所・内容は右表のと
おり。6月8日�老人福祉セン
ター宝生苑の運動教室は、室内
用の運動靴を持参。
午前11時～正午（受け付けは

お 知 ら せ �

お 知 ら せ �

お �知 �ら �せ �

市から�

社会福祉協議会�
�62-2222 �65-4962

文化協会（中央公民館内）�
�62-2552 �65-2519

社会福祉協議会�

健 　 　 康 �
6月7日� 

常磐苑�

常磐苑�

6月8日� 宝生苑�

8月3日� 

9月6日� 

9月7日� 

宝生苑�

7月5日� 

7月6日� 

常磐苑�

常磐苑�

宝生苑�

宝生苑�

8月2日� 

運動編�
「体を動かしましょう！」　�

口腔編�
「お口の中を見直しましょう！」�

栄養編�
「いいお食事できていますか？」�

認知症編�
「認知症って？」�

1

2

6

7

8

3

4

5

日にち� 場所� 内容��
ピンピン教室日程表�

（表） 市内開業獣医院�
　（山城北犬の適正飼養推進連絡協議会会員）�

病　　　院　　　名�

大住大欠16-51
健 康 ケ 丘 動 物 病 院

花住坂2 - 1 9 - 1

草内大東 4 1 - 8

三 山 木 田 中 5 0

花 住 坂 動 物 病 院

新 田 辺 動 物 病 院

あ ず 動 物 病 院

63-6900

63-7539

63-6553

63-7684

障害の種類・程度・原因、日常
生活、就業、福祉用具の所持、
障害別ニーズの状況などについ
て、調査を行います。これらの
実態調査は、身体障害児・者な
どの国の福祉・雇用施策の推進
に必要な基礎資料として活用さ
れます。調査対象者の世帯では、
地区調査票の記入にご協力くだ
さい。
調査対象地区…国により抽出
される地区（調査対象地区の世
帯には事前に調査の趣旨などに
ついて、調査員が説明に伺いま
す）。調査時期…平成18年7月1
日現在。回収方法…市から配布
する返信用封筒で郵送。
�社会福祉課（�64-1372）

狂犬病注射していますか
4月から6月は狂犬病予防注射
期間です。狂犬病予防法により、
飼い犬には毎年1回必ず狂犬病
予防注射を受け、また、犬を飼
う時は登録することが義務づけ
られています。まだ注射を受け
ていない時は、各動物病院で受
けるようにしましょう。

午前10時30分から）。対象は65
歳以上で、ご自分で老人福祉セ
ンター常磐苑または同宝生苑に
来所できる人。無料。20人。
�健康推進課（�64-1335）

要約筆記はじめませんか
「要約筆記」とは、聴覚に障
害を持つ人にパソコンなどを使
って話の内容を文字にして伝え
る通訳のことです。難聴者や中
途失聴者は手話を使える人が少
なく、「要約筆記」は重要なコ
ミュニケーションの手段です。
7月6日～8月10日の毎週木曜
日（全6回）。午前10時～正午。
社会福祉センター。講師は、要
約筆記サークル「たけのこ」。
定員25人。無料。
�社会福祉協議会（�62 -
2222）

邦楽発表会の内容変更
5月1日号に掲載しました市民
邦楽発表会の出演者募集内容
（日時・場所・しめきり）が変
わりました。
8月27日�午後0時30分から、
中部住民センター。市内に在
住・通勤・通学する人。筝・三
絃・尺八・その他邦楽の発表。
6月15日�までに中央公民館に
備え付けの申込用紙に、使用楽
器（筝・三絃は準備します）・
メンバーを書いて、文化協会
（中央公民館内）または邦楽部
岸田まで申し込み。
�▼文化協会（中央公民館内、
�62-2552）▼文化協会邦楽部
長　岸田（�63-4573）

あさがお展の出品者
8月6日�午前9時～午後1時、
中央公民館。大輪・花容・あん
どんづくりを募集。8月1日
ま
で申し込み。
�中央公民館（�62-2552）

市民管弦楽団の団員
第2回定期演奏会に向け、団
員と運営スタッフを募集。募集
楽器は、弦は全般、管はOb、
Cl、Fg、Hrn。練習は第1・3・
5日曜の午後1時から5時、中央
公民館と中部住民センター。
�京田辺市民管弦楽団事務局
伊藤（�090-8574-7616）

子育て支援を学ぼう
▼ステップⅠ…6月10日�～7
月29日�の毎週土曜日（全8回）
の午前10時～正午▼ステップⅡ
…9月2日�～10月28日�（全8
回）の毎週土曜日の午前10時～
正午。社会福祉センターほか。
受講料はステップⅠとⅡあわせ
て３千円。対象は▼子育て支援
に現在関わっている人▼これか
ら関わろうとしている人。子ど
もと子育て支援理解・保育の実
技・支援者の自己調整など。
�ＮＰＯ法人そよかぜ子育て
サポート（�62-9672）

臨時職員
�地球環境産業技術研究機構
は、臨時職員を募集します。
研究実験補助、1人。化学実
験の補助作業、分析データとり
まとめ、パソコン作業（事務作
業含む）。雇用期間は平成18年7
月1日～12月31日。勤務時間は
午前9時～午後5時30分。6月15
日�までに郵送で履歴書・職務
経歴書を送付。
��地球環境産業技術研究機
構　化学研究グループ　菰野
（〒619-0292相楽郡木津町木津
川台9-2、�075-75-2305）

�▼生活環境課（�64-1366）
▼山城北保健所衛生室（�21-
2912）

中小企業に保証料補給金
市は、市内の中小企業者に、
資金融資の保証料に対して補給
金を交付しています。
対象は、本市に住所と店舗な
どがあり、継続して事業を営む
ことが確実な人で、今年3月に
府中小企業融資制度の一般振興
融資および小規模企業おうえん
融資による1千250万円以下の融
資を受けた人。申請書（産業振
興課に備え付け）と住所・店舗
などの所在地の証明（融資申込
書または所得税申告書の写しな
ど）と市税の納税証明書を持参
して6月15日�までに申し込み。
�産業振興課（�64-1364）

リユース情報
▼ゆずります①鳥かご（60㎝
四方）2個②レンジ台（米びつ
付き、高さ120㎝）
▼ゆずってください①ギター
②ピアノ③Ｂ型ベビーカー
6月5日	午前8時30分から受
け付け。
�産業振興課（�64-1360）
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ス
名
」
・
内
容
＝

▼
「
パ
ソ
コ
ン
入
門
」
…
起

動
終
了
、
マ
ウ
ス
操
作
、
文

字
の
入
力
▼
「
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
＋
メ
ー
ル
」
…
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
閲
覧
、
電
子

メ
ー
ル
の
送
受
信
▼
「
文
書

作
成
基
礎
」
…
文
書
作
成
ソ

フ
ト
の
操
作
・
暑
中
見
舞
い

作
成
▼
「
文
書
作
成
応
用
」

…
表
、
図
を
使
っ
た
チ
ラ
シ

作
成
▼
「
表
計
算
基
礎
」
…

表
計
算
ソ
フ
ト
の
操
作
▼

「
表
計
算
応
用
」
…
表
計
算

機
能
の
活
用
、
関
数
▼
「
デ

ジ
カ
メ
基
礎
」…
基
本
操
作
、

パ
ソ
コ
ン
へ
の
画
像
取
り
込

み
、
印
刷
▼
「
デ
ジ
カ
メ
応

用
」
…
画
像
の
加
工
、
編
集

難
易
度
＝
▼
☆
…
初
め
て

パ
ソ
コ
ン
に
触
れ
る
人
▼
☆

☆
…
起
動
終
了
、
マ
ウ
ス
操

作
が
で
き
る
人
▼
☆
☆
☆
…

文
字
入
力
を
無
理
な
く
で
き

る
人
▼
☆
☆
☆
☆
…
各
基
礎

コ
ー
ス
修
了
者
ま
た
は
同
程

度
の
人

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き

の
往
信
用
に
、
受
講
を
希
望

す
る
コ
ー
ス
名
と
講
座
番
号

（
同
コ
ー
ス
内
で
第
２
希
望

ま
で
）
・
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
、
返
信

用
の
表
に
住
所
・
氏
名
を
書

い
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
複
数
の
コ
ー
ス
を
希

望
す
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
コ
ー
ス
ご
と
に
は
が
き
を

作
成
し
、
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
な
お
、
応
募
者
が
多

数
の
時
は
抽
選
し
ま
す
。

し
め
き
り
＝
６
月
２３
日
�

（
必
着
）

申
込
先
＝
京
田
辺
市
Ｉ
Ｔ

講
習
係
（
〒
６
１
０
・
０
３

３
１
京
田
辺
市
田
辺
丸
山
２

１
４
中
央
公
民
館
内
）

問
合
せ
先
＝
社
会
教
育
課

（
�
６４
・
１
３
９
３
）

製
造
工
程

丁
寧
に
手
摘
み
さ
れ
た
茶
葉
は
玉

露
製
造
工
場
に
持
ち
込
ま
れ
ま
す
。

ま
ず
、
茶
葉
を
蒸
し
器
に
通
し
、

茶
葉
を
蒸
し
ま
す
。
玉
露
の
出
来
を

左
右
す
る
大
事
な
作
業
で
す
。
こ
の

蒸
し
の
工
程
が
日
本
緑
茶
の
み
で
行

わ
れ
て
い
る
工
程
で
、
蒸
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
発
酵
を
止
め
、
緑
豊
か
で

ビ
タ
ミ
ン
豊
富
な
日
本
茶
が
出
来
上

が
り
ま
す
。
通
過
時
間
は
１８
秒
か
ら

２４
秒
、
高
温
で
蒸
し
、
す
ぐ
に
冷
却

し
ま
す
。
そ
の
後
、
粗
揉
（
荒
も

み
）
・
中
揉
（
中
も
み
）
・
精
揉

（
仕
上
げ
）
の
熱
を
加
え
、
も
む
工
程

に
入
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
工
程
で

茶
葉
に
あ
わ
せ
て
加
え
る
熱
の
温
度

と
も
み
上
げ
る
力
を
調
節
し
、
煎
茶

な
ど
の
大
型
機
械
の
２
倍
ぐ
ら
い
の

時
間
を
か
け
ゆ
っ
く
り
と
も
み
上
げ

ま
す
。

問
合
せ
先
＝
産
業
振
興
課
（
�

６４
・
１
３
６
４
）

京田辺玉露はどうやってつくられているの？�

ブレイクタイム
ブレイクタイム

�

京田辺玉露ブレイクタイム�京田辺玉露ブレイクタイム�

シリーズ5

京田辺玉露�ブレイクタイム�

１５
回
目
を
迎
え
る
今
回

は
、「
こ
ば
な
し
の
部
」「
エ

ッ
セ
イ
の
部
」
に
加
え
、

「
川
柳
の
部
（
小
・
中
学
生

限
定
）」
を
新
た
に
設
け
、

作
品
を
募
集
し
ま
す
。

部
門
の
内
容
・
応
募
規

定
＝
▼
こ
ば
な
し
の
部

（「
風
刺
」
や
「
と
ん
ち
」
を

き
か
せ
た
も
の
）
・
４
０
０

字
詰
原
稿
用
紙
１
枚
（
４
０

０
字
）
以
内
▼
エ
ッ
セ
イ
の

部
（
一
休
さ
ん
に
聞
か
せ
た

い
愉
快
な
話
や
困
っ
た
話
、

ち
ょ
っ
と
い
い
話
な
ど
）
・

４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
２
枚

（
８
０
０
字
）
以
内
▼
川
柳

の
部
（
京
田
辺
の
自
然
、
風

物
、
衣
食
住
、
年
中
行
事
な

ど
、
京
田
辺
に
関
す
る
こ
と

を
題
材
と
し
た
川
柳
、
小
・

中
学
生
限
定
）
・
は
が
き
、

封
書
で
募
集
。
様
式
は
自
由

で
す応

募
方
法
＝
表
紙
に
作
品

タ
イ
ト
ル
（
ふ
り
が
な
）
・

小
・
中
学
生
限
定
の
川
柳
の
部
も
新
設�

�

楽
し
い
作
品
大
募
集

楽
し
い
作
品
大
募
集�

楽
し
い
作
品
大
募
集

楽
し
い
作
品
大
募
集�

楽
し
い
作
品
大
募
集�

とんち大賞�

エ
ッ
セ
イ�

こ
ば
な
し�

観
光
協
会
は
、
本
市
で
晩

年
を
過
ご
し
た
一
休
和
尚
に

ち
な
み
、「
一
休
と
ん
ち
大

賞
」
を
開
き
ま
す
。

午後�7月25日�・26日��213

時　　間� 場　　　所�日　　　程�講　座�
番　号�

表計算基礎コース（6時間）受講料＝3,000円　　　　☆☆☆�

午前�8月23日�・24日��216

午後�8月23日�・24日��217

時　　間� 場　　　所�日　　　程�講　座�
番　号�

表計算応用コース（6時間）受講料＝3,000円　　　☆☆☆☆�

午後�

午前�

8月25日�・26日��

8月25日�・26日��222

218

デジカメ基礎コース（6時間）受講料＝3,000円　　　☆☆☆�

午前�

午後�

8月29日�・30日��

8月31日�・9月1日��224

223

時　　間� 場　　　所�日　　　程�講　座�
番　号�

デジカメ応用コース（6時間）受講料＝3,000円　　☆☆☆☆�

定員�

定員�

定員�

午後�7月27日�・28日��215

時　　間� 場　　　所�日　　　程�講　座�
番　号� 定員�

北部住民センター�15

北部住民センター�15

中部住民センター�10

中部住民センター�10

中部住民センター�10

中部住民センター�10

中部住民センター�10

中部住民センター�10

午前�8月10日�・11日��214 中央公民館�15

午前・午後�8月27日	�219 中部住民センター�10

ＩＴ　講　習　会　日　程　表�

午前�

午後�

7月19日�・20日��

8月8日�・9日��202

午後�7月19日�・20日��203

夜�8月8日�・9日��204

201

時　　間� 場　　　所�日　　　程�講　座�
番　号�

パソコン入門コース（6時間）受講料＝3,000円　　　　　☆�

午前�

午後�

7月25日�・26日��

8月10日�・11日��208

午前・午後�8月13日	�209

午前�7月27日�・28日��211

207

時　　間� 場　　　所�日　　　程�講　座�
番　号�

インターネット＋メールコース（6時間）受講料＝3,000円　　☆☆�

午前・午後�8月19日��212

時　　間� 場　　　所�日　　　程�講　座�
番　号�

文書作成基礎コース（6時間）受講料＝3,000円　　　　☆☆�

文書作成応用コース（6時間）受講料＝3,000円　　　☆☆☆�

定員�

定員�

定員�

時　　間� 場　　　所�日　　　程�講　座�
番　号� 定員�

北部住民センター�

中央公民館�

15

15

北部住民センター�

中央公民館�

15

15

午前・午後�8月12日��205

午前�8月17日�・18日��206

中央公民館�

中央公民館�

15

15

北部住民センター�15

中央公民館�15

中央公民館�15

北部住民センター�15

中央公民館�15

午後�8月17日�・18日��210 中央公民館�15

午後�8月29日�・30日��220 中部住民センター�10

午前�8月31日�・9月1日��221 中部住民センター�10

（☆は難易度です）�

今
年
も
梅
雨
の
季
節
が

や
っ
て
き
ま
す
。
何
日
も

雨
が
続
く
と
、
生
乾
き
の

洗
濯
物
に
困
り
ま
す
。

そ
ん
な
時
は
部
屋
中
に

ハ
ン
ガ
ー
を
つ
る
し
、
エ

ア
コ
ン
を
か
け
て
乾
か
し

ま
す
。
洗
濯
物
と
一
緒
に

部
屋
の
ジ
メ
ジ
メ
も
吸
い

取
っ
て
く
れ
て
、
さ
っ
ぱ

り
し
ま
す
。
こ
の
時
期
ほ

ど
太
陽
の
あ
り
が
た
さ
を

感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。太

陽
は
洗
濯
物
だ
け
で

な
く
、
気
持
ち
ま
で
も
す

っ
き
り
さ
せ
て
く
れ
ま
す

ね
。東仲

井
　
弘
美
さ
ん

来
月
の
テ
ー
マ
は
、

「
海
」
で
す
。
１
５
０
字

程
度
に
「
ひ
と
こ
と
」

と
、
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
書
い
て
、
は

が
き
・
フ
ァ
ク
ス
・
電

子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

し
め
き
り
＝
６
月
１５

日
�送

付
・
問
合
せ
先
＝
広

報
広
聴
課
（
〒
６
１
０
・

０
３
９
３
京
田
辺
市
田
辺

８０
、
�
６４
・
１
３
２
０
、

�
６４
・
１
３
０
５
、
電
子

メ

ー

ル

kouhou@
kyotanab

e.jp

）

ひ と�
こ と�

ひ と�
こ と�
ひ と�
こ と�

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
「
ひ

と
こ
と
」
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー

で
す
。　

　
「
私
の
梅
雨
対
策
」�

今
月
の
テ
ー
マ�

住
所
（
ふ
り
が
な
）
・
氏
名

（
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
本
名
に
も

ふ
り
が
な
）
・
年
齢
・
職
業

（
川
柳
の
部
は
学
校
名
・
学

年
）
・
電
話
番
号
・
部
門
の

別
・
「
一
休
と
ん
ち
大
賞
」

を
何
で
知
っ
た
か
を
書
い

て
、
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て

で
応
募
し
て
く
だ
さ
い

賞
・
賞
金
＝
▼
こ
ば
な

し
・
エ
ッ
セ
イ
の
部
…
大
賞

（
１
編
）
１０
万
円
・
優
秀
賞

（
１
編
）
５
万
円
・
佳
作

（
２
〜
３
編
）
１
万
円
▼
川

柳
の
部
（
図
書
カ
ー
ド
）
…

大
賞
（
１
句
）
１
万
円
・
優

秀
賞
（
１
句
）
５
千
円
・
佳

作
（
２
〜
３
句
）
３
千
円

し
め
き
り
＝
７
月
３１
日
	

（
当
日
消
印
有
効
）

発
表
＝
９
月
中
旬
に
入
賞

者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

応
募
・
問
合
せ
先
＝
観
光

案
内
所
（
〒
６
１
０
・
０
３

３
４
京
田
辺
市
田
辺
中
央
四

丁
目
３
・
３
、
Ｃ
Ｉ
Ｋ
ビ
ル

内
、
�
６８
・
２
８
１
０
）

まちのできごとを�
紹介します�

ポケット�
　カメラ�

ポケットポケット�
　カメラ　カメラ�
ポケット�
　カメラ�

まちのようす�
を紹介します。�

デジカメコースを充実
Ｉ　Ｔ
講習会 インターネットや文書作成も

２３
日
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い

ふ
き
替
え
作
業
を
行
う
作
業
員

ヒューマンカレッジが開講
恒例の京たなべ・同志社ヒューマンカレッジが
5月13日に開講。今年も各地から543人の応募があ
りました。開講式では、片山傅生副学長が「大学
で研究していることを少しでも地域のみなさんに
理解していただければ」とあいさつ。初回の講座
では、松久玲子教授が、「ジェンダーと教育」を
テーマに講義し、会場一杯の
受講者は、熱心に耳を傾けて
いました（＝写真㊨）。

重
文
の
澤
井
家
　
屋
根
の
ふ
き
替
え
進
む

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
澤
井
家
住
宅

（
大
住
岡
村
）
の
か
や
ぶ
き
屋
根
の
ふ
き
替
え
作
業
が
大
詰

め
を
迎
え
て
い
ま
す
。

ふ
き
替
え
作
業
で
は
毎
日
約
８
人
の
作
業
員
が
４
㎏
ほ

ど
の
か
や
の
束
を
屋
根
に
積
み
上
げ
て
い
ま
す
。
全
体
を

ふ
き
替
え
る
の
に
約
４
千
束
も
の
か
や
を
使
う
そ
う
で
す
。

今
回
の
工
事
は
、
約
２
６
０
年
前
の
建
築
当
時
に
復
原

し
よ
う
と
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
来
年
３
月
に
は
終
わ
る

予
定
で
す
。


